














































た（Ungerleider & Mishkin，1982）。また，Goodale, Meenan, 





























































対象としたGroenveld, Jan, and Leader（1990）の研究による
と約6.8％であると言われている。しかしながら，Grönqvist, 














































































う障害が多いとされている（Jacobson & Dutton, 2000； Fazzi, 










































































































PASSモデル（Das, Naglieri, & Kirby, 1994）に代表されるよ
うな情報処理モデルと関連させながら把握していく必要があ
る。また，CVIでは言語や運動などの障害が重複する場合が多






















































いる（Lam, et al., 2010）。CVIの状態像は多様であるものの，
CVI児の視覚システムに関与する脳の可塑性が長期に渡って保
障されていることは明らかであり，また，早期からの発達支援
の効果は明白である（Sonksen, Petrie, & Drew, 1991）。CVI児
の学習にとって決定的に重要なことは，生活する環境，そして
そこでの経験であり，学習や脳の可塑性を促すために，誰と，
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